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第２１２号 

第
二
十
七
回 

 
 

「
浜
の
焚
き
あ
げ
祭
」
の
ご
案
内 

  
地
域
の
皆
様
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
一
人
一
人
の
健
康
と 

安
全
安
心
を
願
い
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
祈
る
「
浜
の
焚
き
あ
げ
祭
」
も 

二
十
七
回
を
迎
え
ま
す
。
今
回
も
会
瀬
小
学
校
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
ま
し
て 

授
業
の
一
環
と
し
全
校
生
徒
が
参
加
し
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

児
童
た
ち
の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
て
昨
年
と
同
様
時
間
を
早
め
て
計
画 

し
て
い
ま
す
冬
の
午
後
浜
辺
で
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
て
く
だ
さ
い
。 

  

高
潮
予
防
の
土
の
う
が
大
量
に
砂
浜
に
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

期 

日 

平
成
二
十
九
年
一
月
十
五
日 

日
曜
日 

 
 
 
 
 
 
 

 

悪
天
候
の
時
は
順
延 

場  

所 

会
瀬
青
少
年
の
家
グ
ラ
ン
ド 

主 

催 

会
瀬
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会 

協 

力 

会
瀬
小
学
校
・
同
ＰТＡ
・
子
ど
も
会
育
連
合
会
・
日
立
第
四
消
防
団 

日 

程 

小
学
生 

 

午
前
中 

普
通
授
業 

雨
天
の
場
合
は
不
参
加
で
普
通
事
業 

 
 

十
三
時
四
十
分 

会
場
到
着 

先
生
の
指
導
で
凧
揚
げ
見
学 

 
 
 

十
四
時
十
五
分 

 

炊
き
あ
げ
祭 

開
始 

              

二
十
五
分 

点
火 

浜
太
鼓
見
学 

 
 
 

十
五
時
十
分  

通
学
班
で
自
宅
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

地
域
の
方
々 

十
五
時
以
降
は
大
人
の
時
間 

＊
一
月
十
四
日
（
土
）
午
前
中
に
祭
壇
を
作
り
ま
す 

正
午
以
後
に
焚
き
あ
げ
る
物
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

焚
き
あ
げ
る
物 

し
め
か
ざ
り
、
門
松
、 

し
め
な
わ
、
飾
り
松
、
神
社
の
お
札
、 

お
守
り
、
だ
る
ま
等 

そ
の
他
正
月
の
飾
り
も
の
、 

書
き
初
め
の
反
古
紙
等
。 

交
流
会   

甘
酒
、
お
茶
、
漬
け
物
、 

ジ
ュ
ー
ス
類
は
用
意
し
ま
す
。 

 
   

酒
類
は
各
自
ご
持
参
下
さ
い
。 

消
火  

十
七
時
に
消
火
し
ま
す
。 

      
 

【 

編
集
後
記 

】 

・
昭
和
23
年
に
公
布
さ
れ
た
国
民
の
祝
日

成
人
の
日
が
あ
り
ま
す
。
55
年
前
の
成

人
に
参
列
し
記
念
品
と
し
て
の
手
鏡
が

出
て
き
ま
し
た
。
裏
に
心
と
書
か
れ
て
ま

す
。
皆
さ
ん
の
記
念
品
は
な
ん
で
し
た
。 

 

近
所
で
成
人
を
迎
え
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
お
り
少
子
化
を
実
感
し
て
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

 

会瀬学区自主防災訓練 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
瀬
学
区
の
み
な
さ
ま
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え

し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
単
身
世
帯
や
、
核
家
族
が
増
え
続
け

て
い
る
当
地
域
で
は
、
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
中
で
「
安
、
心
、

安
全
」
が
住
環
境
に
対
す
る
地
域
住
民
の
最
大
の
ニ
ー
ズ
と
し

て
と
ら
え
て
お
り
ま
す
。 

 

会
瀬
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
学
区

防
災
強
化
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
た
海
岸
沿
い
住
民
の
「
津

波
避
難
通
路
」
名
称
、
か
ん
し
ょ
の
坂
、
舟
入
の
坂
、
潮
音
の

坂
、
く
る
ま
坂
、
が
完
成
し
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
昨
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
再
生
資
源
集
積
所
の

立
ち
当
番
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も
ご
近
所
の
協
力
で
順
調
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
や
地
域
自
治
会
が
保
有
す

る
防
犯
灯
に
つ
い
て
も
、
加
入
者
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
町
内

会
の
負
担
軽
減
に
む
け
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
を
積
極
的
に
進

め
ま
す
。 

 

会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点
で
あ
る
と

同
時
に
、
地
域
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
育
て
は
ぐ

く
む
「
協
働
」
の
場
所
で
す
。 

 

特
に
管
理
運
営
面
で
は
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
施
設
の
充
実

を
努
め
利
用
者
の
使
い
や
す
い
効
果
的
な
活
用
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
多
く
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

＊ ＊  お  知  ら  せ  ＊ ＊ 

交
流
セ
ン
タ
ー 

年
末
年
始 

休
館
日
の
お
知
ら
せ 

月

日
（
木
）
か
ら 

1
月
３
日
（
火
）
ま
で 

休
館
日
と
な
り
ま
す 

【
問
い
合
せ
】
℡ 

２
５-

１
５
７
７ 

会
瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

 

健康料理教室 参加者募集 

～減塩食で生活習慣病予防～ 
日 時 平成２９年１月１１日（水） 

１０時開始 

場 所 会瀬交流センター 

会 費  ひとり２００円 

持ち物 米（0.5 合）電卓・三角巾 筆記用具 

みそ汁（半カップ）・エプロン 

メニュー ・さつま芋の炊き込みごはん 

       ・ひじきと野菜のつくね 

       ・春菊と麩の酢の物 

募集人数 若干名 

申込み先 直接電話で 

会瀬交流センター  ℡２５-１５７７ 

【問い合せ】 

会瀬地区食生活改善推進委員  

今橋 えつ子 ℡ ３７-１６０１ 

 

おれ俺となのるあなたは何処の誰 

 

会
瀬 

 



（３）                                 会瀬学区コミュニティ推進会                                               （２）                                   会瀬学区コミュニティ推進会   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福
祉
功
労
者
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た 

◎
日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
顕
彰 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
、
日
立
市
社
会
福 

祉
協
議
会
の
「
ふ
く
し
の
つ
ど
い
」
が
、
ゆ
う 

ゆ
う
十
王
Ｊ
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
、 

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
を
実
践
さ
れ
て
、

社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
労
者
が 

顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
瀬
学
区
か
ら
は
、
左
記
の
五
名
の
方
々
が 

顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
社
会
福
祉
団
体
役
職
員
功
労
者
（
在
職
十
年
以
上
） 

 
 

 
 

皆
川 

悠
美
子
氏 

（
教
育
福
祉
相
談
委
員
会
委
員
長
） 

 
 

 
 

小
塚 
隆
一
氏 

 
 

 
(

学
区
社
協
事
務
局
・
会
計
担
当) 

◎
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者(

在
職
九
年
以
上) 

 
 

 
 

小
室 

み
よ
子
氏 

冨
田 

直
枝
氏 

 
 

 
 

小
塚 

ひ
ろ
子
氏 

 

鳥
居
は
津
神
社
で
現
在
の
位
置
よ
り
高
い
場
所
に
鎮
座

し
て
い
た
。
神
社
の
前
に
あ
る
多
く
の
岩
は
昭
和
初
期

ま
で
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
お
り
現
在
で
も
岩
の
一
部
に

昔
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。 

図
の
右
に
大
砲
場
と
描
か
れ
て
い
る
の
が
助
川
海
防

の
館
が
築
か
れ
た
際
に
作
ら
れ
た
砲
台
で
初
崎
台
場
で

あ
る
。 

図
で
は
射
撃
に
便
利
な
よ
う
に
胸
の
高
さ
ほ
ど
に
築
い

た
盛
り
土
＝
き
ょ
う
し
ょ
う
が
3
体
描
か
れ
て
い
る
。 

現
在
の
津
神
社
か
ら
北
西
方
向
の
斜
面
に
設
置
さ
れ
た

と
推
測
で
き
る
。
天
保
7
年
（
1836
年
）
に
大
砲
一
門
と

天
保
10
年
に
一
門
設
置
さ
れ
た
。
ペ
リ
ー
来
航
後
、
台

場
は
増
強
さ
れ
安
政
2
年
（
1855
年
）
に
は
海
防
農
兵
が

24
人
配
置
さ
れ
て
い
る
。
遺
構
は
残
存
し
て
い
な
い 

外
国
船
が
会
瀬
沖
に
現
れ
た
の
は
1820
年
以
後
に
な
る

が
、
会
瀬
の
柴
田
伝
左
衛
門
配
下
の
漁
夫
た
ち
が
外
国

船
に
乗
船
し
、
交
流
し
あ
い
漁
夫
の
所
持
品
と
外
国
船

の
船
員
の
物
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
当
時
の
禁
止
行
為

で
あ
っ
た
た
め
水
戸
藩
の
役
人
に
よ
り
厳
重
な
取
り
調 

べ
を
受
け
、
交
換
品
は
没
収
さ
れ
、
出
漁
禁
止
の
処 

分
を
受
け
た
事
件
が
あ
っ
た
。
上
記
の
絵
図
と
と
も 

に
交
換
品
が
図
示
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。 

会
瀬
村
の
源
三
郎
が
万
祝
着
（
大
漁
の
際
、
網
主
が
漁

夫
に
贈
る
祝
着
）
と
交
換
し
た
毛
織
物
の
防
寒
着
（
ぬ

い
ぐ
る
み
）。
会
瀬
村
の
喜
三
郎
が
も
ら
っ
た
髭
剃
り
用

の
剃
刀
と
小
刀
。
当
時
は
大
変
な
お
宝
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

参

考

資

料 

絵

図

は

樫

村

宏

吉

氏

所

蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
海
防
史
跡
を
た
ど
る
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

 

ふ
る
さ
と
会
瀬
か
ら  

会
瀬
村
絵
図 

  

 
 

嘉
永
年
間
（
1848
年
～
1853
年
）
に
描
か
れ
た
会
瀬
村
の
絵
図

で
あ
る
。 

平
成
21
年
に
郷
土
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
、
特
別
展
示
「
水

戸
藩
の
海
防
史
跡
を
た
ど
る
」
に
展
示
さ
れ
た
絵
図
の
複
写

で
あ
る
。 

残
念
な
こ
と
に
会
瀬

村
の
集
落
が
あ
る
部
分

が
欠
落
し
て
い
る
が
現

在
の
海
水
浴
場
で
あ
る

舟
入
り
か
ら
初
崎
に
か

け
て
の
地
形
と
大
砲
場

の
位
置
を
知
る
う
え
で

貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

絵
図
の
岬
は
江
戸
時
代

か
ら
明
治
に
か
け
て
は

伊
勢
崎
と
言
わ
れ
た
岬

で
、
会
瀬
の
集
落
か
ら

見
て
海
近
く
の
松
の
枝

ぶ
り
が
た
い
へ
ん
風
情

が
あ
っ
た
の
で
会
瀬
八

景
で
も
「
伊
勢
崎
の
松
」

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
舟
入
り
と
書

か
れ
た
下
の
集
落
は
岩

礁
の
北
側
の
が
け
下
に

数
軒
描
か
れ
て
い
る
が

岬
に
か
け
て
は
大
き
な

岩
が
連
な
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

  

【
大
砲
場
】 

舟入 

津神社 

民
生
・
児
童
委
員
が
代
わ
り
ま
す 

会
瀬
学
区
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代
表 

富
田 

利
一
郎 

 

平
成
２８
年
１２
月
１
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が

あ
り
、
会
瀬
学
区
で
は
３
名
の
委
員
が
退
任
・
新
任
、
１０
名
が
再
任

さ
れ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
と
茨
城
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
新
任
・
退
任
委
員
（
地
区
担
当
委
員
）
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

               

◎
再
任
委
員
は
左
記
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

（
地
区
担
当
委
員
）
担
当
区
域
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

渡
邊 

美
千
代 

小
室 

み
よ
子 

 

冨
田 

直
枝 

 

小
塚 

ひ
ろ
子 

富
田 

利
一
郎 

 

鴨
志
田 

礼
子 

〔 

主
任
児
童
委
員 

〕
鈴
木
裕
子 

 

退
任
さ
れ
た
３
名
の
委
員
の
方
に
は
、
長
年
に
わ 

た
る
御
活
躍
と
御
指
導
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ 

ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
任 

・
再
任
委
員
の
方
へ
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

新
任
委
員
名 

住
所 

担
当
区
域 
他 

退
任
委
員
名 

 

富
田 

利
一
郎 

 

会
瀬
学
区
民
生
委
員 

児
童
委
員
連
絡
会
代
表 

 
渡
邊 

さ
ち
子 

 

竹
村 

正
江 

旭
町 

３
丁
目
８-

１２ 

旭
町
３
丁
目
２
～
５
番 

 
 

 
 

 

８
～

１３
番 

相
賀
町 

 

７
～
９
番 

嶋
崎 

一 

相
賀
町 

 

１０
～
１ 

 

相
賀
町

１０
～

２２
番 

佐
藤 

智
恵
子 

長
谷
川 

美
和 

会
瀬
町 

４
丁
目
５
～
１ 

会
瀬
町
３
丁
目

１２
～

２４
番 

 
 

 

４
丁
目
１
～
８
番 

 
 

 
 

 
 

１０
～

１４
番 

柴
田 

延
洋 

 

渡
邊 
さ
ち
子 

 

高
齢
者
交
通
安
全 

研
修
会
に
参
加 

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
の
研
修
会
が
１１
月
２５
日
（
金
）

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー 

安
全

運
転
中
央
研
修
所
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

交
通
安
全
防
犯
部
と
各
地
区
よ
り

参
加
し
た
２５
名
は 

１
、
道
路
の
歩
き
方 

 

２
、
飛
び
出
し
に
よ
る
衝
突
実
験 

 

３
、
ト
ラ
ッ
ク
の
内
輪
差
に
よ
る
巻

き
込
み
実
験 

 

４
、
反
射
板
使
用
実
験 

 

５
、
特
殊
ゴ
ー
グ
ル
着
用
に
よ
る
飲

酒
疑
似
体
験 

６
、
展
望
台
で
の
施
設
見
学
を
体
験

し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、 

高
齢
者
の
交

通
事
故
が
多

発
し
て
い
る

中
で
研 

修
会

に
参
加
し
て
、

交
通
安
全
に

つ
い
て
認
識

を
深
め
る
こ

と
が
で
き
出

来
て
良
か
っ

た
と
の
こ
と

で
し
た 

マ
マ
さ
んⅤ

４ 

お
め
で
と
う
！ 

第
４３
回 

日
立
地
区 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

期
日
：
１１
月
２０ 

日
（
日
） 

場
所
：
市
立
助
川
小
学
校 

グ
ラ
ン
ド 

参
加
学
区
：
助
川
・
仲
町
・

宮
田
・
中
小
路
・
会
瀬 

主
催
：
日
立
地
区
体
育 

振
興
会 

★
マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
優
勝 

☆
パ
パ
さ
ん
チ
ー
ム
３
位 

パ
パ
さ
ん
マ
マ
さ
ん
が 

お
互
い
に
応
援
し
あ
い
、 

和
気
あ
い
あ
い
楽
し
い

１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 


